
 
 
 
 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇ 

宮
司
の
柴
田
で
す
。 
境
内
の
楠
若
葉
も
目
に 

あ
ざ
や
か
で
す
。 

過
日
、
正
面
鳥
居
の
植
え
込
み

や
神
橋
周
辺
の
草
抜
き
作
業
を
し
ま
し
た
。 

先
帝

で
あ
ら
れ
た
昭
和
天
皇
様
は
、「
雑
草
と
い
う
草
は

な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
が
あ
る
」
と
仰
せ
に
な
ら
れ

ま
し
た
。 

今
月
四
日
が
「
み
ど
り
の
日
」
と
制
定

さ
れ
た
の
は
、
自
然
に
親
し
ま
れ
植
物
の
御
研
究
を

生
涯
続
け
ら
れ
た
先
帝
陛
下
の
御
功
績
を
偲
ぶ
も

の
で
も
あ
り
ま
す
。 

自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
草

の
生
命
力
に
敬
意
を
表
し
、
ま
さ
に
「
雑
草
の
如
く
」

と
い
う
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

◇ 

更
衣
（
こ
ろ
も
が
え
）
を
し
ま
し
た
！ 
 

当 

宮
で
は
、
立
夏
を
迎
え
た
五
月
五
日
か
ら
更
衣
、
夏

装
束
に
な
り
ま
し
た
。 

夏
の
装
束
と
い
う
の
は
、

生
糸
で
織
っ
た
、
織
り
目
が
あ
ら
く
薄
く
て
軽
い
織

物
、「
う
す
ぎ
ぬ
」
の
「
紗
（
し
ゃ
）」
で
織
ら
れ
た

装
束
で
す
。 

暦
の
上
で
は
夏
で
す
か
ら
、
季
節
を

先
取
り
し
た
事
に
な
り
ま
す
ね
。 

 

少
し
違
和
感

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
平
安
王
朝
の
故
事

（
こ
じ
）
に
も
な
ら
っ
た
も
の
で
す
。 

立
冬
の
前

日
ま
で
夏
装
束
で
、
立
冬
か
ら
（
今
年
は
十
一
月
七 

      

日
）
冬
装
束
と
な
り
ま
す
。 

 

◇ 

五
月
は
、「
皐
月
（
さ
つ
き
）」
で
す
。 

こ
れ 

は
、
田
植
え
が
盛
ん
で
、
早
苗
を
植
え
る
月
の
意
味

で
「
早
苗
月
（
さ
な
え
つ
き
）」
と
言
っ
て
い
た
の

を
略
し
、「
サ
ツ
キ
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

「
サ
」
は
、
神
様
に
捧
げ
る
稲
を
意
味
し
、

そ
こ
か
ら
稲
を
植
え
る
月
の
意
味
に
も
な
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。 

国
学
者
の
本
居
宣
長
（
も
と
お
り 
の
り
な
が
）
は
、
稲
を
植
え
る
事
を
す
べ
て
サ
と
い

う
の
で
、
サ
ツ
キ
は
「
田
植
え
の
月
」
の
意
味
と
述

べ
て
い
ま
す
。 

早
乙
女
（
さ
お
と
め
、
田
植
え
を

す
る
女
性
の
事
で
日
本
女
性
の
尊
称
）、
早
苗
（
さ

な
え
）、
五
月
雨
（
さ
み
だ
れ
）
等
、
田
植
え
に
関

連
が
あ
る
月
の
よ
う
で
す
ね
。 

 
 

日
本
人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠
な

「
生
き
る
根
」
で
あ
る
「
稲
」
の
尊
さ
を
再
認
識
し
、

す
べ
て
の
食
物
は
神
様
の
お
め
ぐ
み
が
あ
れ
ば
こ

そ
と
、
心
か
ら
感
謝
を
す
る
月
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
ね
。 

◇ 

豊
か
さ
の
な
か
の
貧
し
さ 

世
界
の
現
状
か
ら
見
て
我
が
国
は
、
十
分
に
豊 

か
な
国
で
あ
り
ま
す
。 

六
十
三
年
間
戦
争
が
な
い
、

世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
、
高
齢
化
社
会
が
問
題
に

な
る
ほ
ど
健
康
長
寿
、
多
く
の
国
民
が
高
等
教
育
を

受
け
ら
れ
る
、
ま
さ
に
豊
か
な
国
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
豊
か
な
日
本
の
国
で
生
か
さ
れ
て

自
由
に
暮
ら
し
て
い
な
が
ら
、
こ
れ
を
当
た
り
前
だ

と
感
じ
、
さ
ら
に
も
っ
と
何
か
を
望
ん
で
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。 

「
有
り
難
い
」
と
い
う
感
謝
の

気
持
ち
、
何
も
持
た
な
い
豊
か
さ
、「
お
蔭
様
」
と

い
う
謙
虚
な
気
持
ち
、
目
に
は
見
え
な
い
豊
か
さ
が

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り

ま
せ
ん
。 

物
は
豊
か
で
も
、
心
が
貧
し
い
の
で
す
。 

 
 

◇
今
月
の
第
二
日
曜
日
は｢

母
の
日｣

で
す
。 

 

戦

前
は
、
先
帝
皇
后
陛
下
で
あ
る
香
淳
皇
太
后
陛
下
の

お
誕
生
日
で
あ
る
三
月
六
日
の
地
久
節
（
ち
き
ゅ
う

せ
つ
、
天
皇
陛
下
の
お
誕
生
日
が
天
長
節
、
皇
后
陛

下
の
お
誕
生
日
が
地
久
節
）
が
、
母
の
日
で
し
た
。 

 
 

被
災
地
を
天
皇
陛
下
と
共
に
お
訪
ね
に
な
ら
れ
、

慈
し
み
深
く
お
声
を
掛
け
ら
れ
る
皇
后
陛
下
の
お

姿
、
弱
い
立
場
に
あ
る
方
々
に
手
を
携
え
ら
れ
る
御

姿
勢
な
ど
、
ま
さ
に
国
民
の
「
母
親
」
の
象
徴
で
あ

り
ま
す
。 

世
界
の
立
憲
君
主
国
の
中
で
最
も
人
口

が
多
く
、
歴
史
も
最
も
古
い
（
皇
紀
二
六
六
八
年
）、

最
大
最
古
の
国
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
当
た
り
前

の
事
で
す
け
れ
ど
も
、
神
様
の
恵
み
と
あ
わ
せ
て
心

か
ら
感
謝
し
、
心
も
豊
か
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。 

ご
多
幸
ご
健
勝
を
心
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

宮
司
プ
レ
ス
第
二
十
四
号 

 

彦
島
八
幡
宮 

宮
司
ニ
ュ
ー
ス 

 

発
行
者 

彦
島
八
幡
宮 

 
 
 
 
 
 

宮
司 

柴
田 

宜
夫 

 

発 

行 

平
成
二
十
年
五
月
六
日 



 

 
 
 
 
 

◇
四
月
の
祭
典
行
事
の
報
告 
▼
竹
の
子
島
金
刀
比
羅
宮
例
祭 
＊
四
月
五
日
～
四
月
六
日 

 
 
 
 

 

 

▼
福
浦
稲
荷
神
社
例
祭 

＊
四
月
六
日 

 
 

※
福
浦
金
刀
比
羅
宮
境
内
の
稲
荷
社
例
祭 

 

▼
舟
島
祭 

 

＊
四
月
十
二
日 

 
 

※
巌
流
島
の
鎮
守
様
舟
島
神
社
例
祭
と
巖
流

佐
々
木
小
次
郎
剣
客
の
慰
霊
祭
を
斎
行 

 
 
 
 

 

 

▼
ミ
サ
イ
ル
艇
「
し
ら
た
か
」
参
拝 

 

＊
四
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 

 

▼
支
部
施
設
慰
問 

 

＊
四
月
二
十
二
日 

 
 

※
下
関
市
永
田
郷
の
陽
光
園
苑
生
に
柴
田
宮

司
講
話 

 
 
 
 
 

 

 

▼
昭
和
祭 
 

＊
四
月
二
十
九
日 

 
 

※
サ
イ
上
り
神
事
協
議
会
を
開
催 

 
 
 

 

 
▼
境
内
の
桜
も
満
開
で
し
た 

 
 

 
 

 

◇
五
月
の
祭
典
行
事
予
定 

 

▼
衣
替
え 

五
月
五
日
の
立
夏 

▼
塩
釜
神
社
例
祭 

＊
五
月
六
日 

 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
例
祭
＊
五
月
十
七
日
～
十
八
日 

 
 

※
お
神
輿
の
巡
幸
が
あ
り
ま
す
！ 

 

▼
朝
粥
会 

＊
五
月
二
十
一
日 

◇
五
月
の
宮
司
の
予
定 
 

▼
玄
洋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
出
席 

＊
五
月
九
日 

▼
当
宮
早
起
会
総
会
出
席 

＊
五
月
十
一
日 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
教
誨
活
動 

 

＊
五
月
十
二
日
、
美
祢
市
へ
出
向 

▼
神
社
庁
教
学
研
究
会
、
神
道
政
治
連
盟
県
議
会

議
員
懇
話
会
発
会
式
出
席 

＊
五
月
十
三
日 

▼
し
お
か
ぜ
の
里
保
育
園
監
査
会
出
席 

 

＊
五
月
十
六
日 

▼
早
鞆
高
校
菁
菁
館
育
友
会
委
員
会
、
歓
送
迎
会

出
席 

＊
五
月
十
九
日 

 

▼
支
部
式
年
遷
宮
対
策
委
員
会
出
席 

 

＊
五
月
二
十
日 

▼
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
五
月
二
十
一
日 

▼
玄
洋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
委
員
会
出
席 

 

＊
五
月
二
十
二
日 

▼
当
宮
総
代
会
出
席 

＊
五
月
二
十
四
日 

▼
当
宮
敬
神
婦
人
会
総
会
出
席 

 

＊
五
月
二
十
五
日 

▼
中
国
地
区
社
頭
講
話
研
修
会
出
席
の
為
、
岡
山

市
へ
出
張 

＊
五
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日 

▼
山
口
県
青
年
神
職
会
創
立
六
十
周
年
奉
告
祭
奉

仕
、
式
典
出
席 

＊
五
月
二
十
八
日 

▼
当
宮
奉
賛
会
役
員
会
出
席 

＊
五
月
二
十
九
日 

▼
玄
洋
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会 

＊
五
月
三
十
日 

▼
市
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会 

＊
五
月
三
十
一
日 

お旅所の祭典奉仕 

笛を奏でる宮司 

舟島祭 

慰霊祭 


